
2602 表 2下 継続のお願い 
 
 

   
 

 

昨年夏の「第 30 回社会福祉研究交流集会」は、100 人ちかい参加を得

て能登・七尾にて開催することができました。また、9 月に開催した第 32 回 

総会では、総合社会福祉研究所・福祉のひろばの将来構想について、あら

たな一歩を踏み出すことに応援の声をいただきました。今後、よりいっそう活

動や研究の幅を広げ、多くの団体と共同しながら、「権利としての福祉」を前

進させていきたいと思います。 

  つきましては、２月頃より、「２０２６年度会員・読者継続のお願い」を送付 

いたします。会員・読者の継続を、よろしくお願い申し上げます。 
 

総合社会福祉研究所 個人会員 9,400円（税込み） 

福祉のひろば 読者 6,600円（税込み）      

*************************************************** 
総合社会福祉研究所 TEL06-6779-4894 FAX06-6779-4895 

http://www.sosyaken.jp/  E-mail：mail@sosyaken.jp 

 

 

2026年度も 総合社会福祉研究所会員 
福祉のひろば読者 の継続をお願いします。 

『総合社会福祉研究 第 57 号』 予告 

 
※第 47 号からは電子書籍となりました。どなたでも無料で 
ダウンロード可能です。 

「総合社会福祉研究所HP」よりアクセスしてください。→ 
 

◆特集／非正規問題と社会保障（仮） 

【座談会】非正規労働者という切り口から福祉現場のいまを語る 
 …………………………矢田部 夏生/磯田 宗一/鴻上 圭太/濵畑 芳和 
社会福祉基礎構造改革がもたらした諸問題と課題（仮）………伊藤 周平 
 
◆海外情報◆ 
イタリアの若者の社会的包摂をめざす２つの取り組み 
──「若者保証」と「青少年センター」……………………………土岐 智賀子 
韓国における居住問題への理解──居住環境と賃貸借契約方式の変化を中心に

…………………朴 仁淑 
◆書評◆ 
金 成垣・金 圓景・呉 世雄（編著） 
『現代韓国の福祉事情――キャッチアップか、新しい挑戦か』……金 早雪 
宮本憲一著 宮本背広ゼミナール編 
『われら自身の希望の未来──戦争・公害・自治を語る』……杉本 通百則 
志賀信夫・加美嘉史編著 
『漂流するソーシャルワーカー――福祉実践の現実とジレンマ』…芦沢 茂喜 
 
◆研究紹介◆ 
放課後等デイサービスの成立と展開──三元構造論を軸にして………伊井 勇 
 

『総合社会福祉研究 第 5６号』 

◆特集／医療保障と公衆衛生の課題～人権保障を基盤とした社会づくりへ向けて～ 
皆保険体制をめぐる政策動向と課題…………………………………長友 薫輝 
医療供給体制再編の動向と課題──地域医療構想を中心に………横山 壽一 
コロナ禍での保健所体制をはじめとする公衆衛生の課題と今後の方向性 

                     ……………………波川 京子 
 
【編集・発行】総合社会福祉研究所 
〒543-0055 大阪市天王寺区悲田院町 8-12 Mail : mail@sosyaken.jp 
※投稿締切は、5月 15 日及び 11 月 15 日の年 2回です。総合社会福祉研究所
HPより投稿できます。投稿規定をお読みのうえ、奮って投稿ください。 



安心と豊かさを実感できる安心と豊かさを実感できる
暮らしの場暮らしの場

──いこいの村・──いこいの村・梅の木寮──梅の木寮──

子どもの姿から学ぶ実践子どもの姿から学ぶ実践

　社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会が運営する「いこいの村・梅の木寮」（京都府綾
あやべ

部
市）は、1992年に開所した特別養護老人ホームです。2013年に改修増改築工事をおこない、
全室個室・ユニット化が完了しました。開所から30年以上が経ち、今は聴覚障害者にかぎらず、
地元の高齢者も住んでおられます。写真は、施設の近くを流れる上

かんばやしがわ

林川です。由
ゆ ら が わ

良川の支流で、
勾配がゆるく、穏やかな流れの川です。



　吉田美知子さんは、生まれは大阪で、大阪市で学校に通っていたこと。結婚してからは京都
市内に住んでいたこと、手話サークルに参加し、ろうあ者３人で、聞こえる人に手話の指導を
していたと話してくださいました。梅の木寮での生活について、「ここにはほかの階だけど昔
からの知り合いもいて、交流しています。私がいま住んでいる3階の人はみなさん知らない人
で、手話でのコミュニケーションがむずかしいところもあるけれど、ぼちぼちと話ができるよ
うになっています」「以前いた地域や友だちのことをなつかしく思うことはあるけれど、ここ
で話していると、京都のことを忘れるときもあります」と話してくださいました。



　樹
きやま

山和子さんは、ご自身の名前を手話で表現されましたが、その手話は最近覚えられたとい
います。最初に覚えた手話は、大好きな職員の名前。手話でのお話はまだ一部分だけなので、
職員は、いろいろな出来事を頭に置き、いくつかのキーワードから連想をひろげていって、樹
山さんとコミュニケーションをとります。樹山さんは、親族の結婚式に出席されたときの写真
や、傘の縫製で20年勤めた会社からの賞状などを見せながら、ご自身がいままでがんばって
こられた仕事や暮らしのことを身振り手振りで表情ゆたかに語ってくださいました。



　毎年、梅の木寮の職員が新年度に思いを馳せて漢字の一文字を考え、職員みんなで投票して、
今年度の一文字を決めています。2025年度は、健康でありますようにと願って「健」が選ばれ、
それを生活者（利用者）のみなさんが大きなちぎり絵で表現されています。
　住まう人が主人公であるために、コミュニケーションの保障と支援の大切さを再確認するこ
とができました。� （写真・文　中島　素美）
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似らすとれーしょん道場　似顔絵まんがアート
　ばけばけじゃ	 ラッキー植松	 74
ホームレスから日本を見れば　	 ありむら潜	 76
花咲け！　男やもめ	 川口モトコ	 77

みんなのポスト　46／福祉の動き　78／今月の本棚　81
●グラビア●　��安心と豊かさを実感できる暮らしの場	

──いこいの村・梅の木寮──

●表紙の絵●
　神門やす子

2026年2月号



福祉のひろば　2026－02 6

食と健康と農業の
つながりの中で
～半世紀のふりかえり～

家庭栄養研究会顧問　山崎 万里

一
九
七
〇
年
代
、「
森
永
ひ
素
ミ
ル
ク
事
件
」
や
「
水
俣
病
」
な
ど
、
食
べ
も
の
が
原
因
で
健
康
を

害
す
る
「
食
品
公
害
」
を
め
ぐ
る
学
習
会
や
、安
全
な
食
べ
も
の
を
求
め
る
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

二
〇
二
五
年
、 

心
の
健
康
・
体
の
健
康
・
社
会
の
健
康
を
め
ざ
す
健
康
情
報
誌
・
月
刊
『
食
べ
も
の
通

信
』
は
創
刊
五
五
周
年
を
、
提
携
産
直
運
動
の
「
枚ひ

ら
か
た方
・
食
品
公
害
と
健
康
を
考
え
る
会
」（
通
称
や

さ
い
の
会
）
も
設
立
五
〇
周
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
専
門
研
究
者
と
実
践
者
か
ら
学
び
、
消
費
生
活
者
を
つ
な
ぐ
学
習
活
動
を
お
こ
な
う
と
と
も

に
、「
い
の
ち
よ
り
も
金
儲
け
」
を
優
先
す
る
経
済
社
会
に
抗
し
、
有
機
農
業
や
安
全
な
加
工
食
品
を

つ
く
る
生
産
者
の
生
活
を
支
え
、
消
費
生
活
者
の
健
康
を
守
る
運
動
を
、
生
活
実
践
者
と
し
て
半
世
紀

に
わ
た
り
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
手
探
り
の
五
〇
年
で
し
た
が
、
実
践
現
場
で
の
要
求
当
事
者
の
ブ
レ
な
い
姿
勢
と
、
対
話

の
積
み
重
ね
を
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
生
産
・
流
通
と
か
か
わ
り
つ
づ
け
る
市
民
運
動
を
追

求
し
て
き
た
こ
と
が
、
人
の
つ
な
が
り
と
組
織
集
団
の
持
続
を
保
障
し
て
き
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
実
践
現
場
で
は
、
情
報
革
命
や
経
済
格
差
の
激
し
さ
の
な
か
で
、
創
設
期
か
ら
の
手
探
り
と
は

ま
た
違
っ
た
課
題
に
向
き
合
い
、
次
世
代
の
生
産
者
と
消
費
生
活
者
が
す
で
に
新
た
な
模
索
を
は
じ
め

て
く
れ
て
い
ま
す
。
シ
ニ
ア
世
代
と
の
違
い
の
一
つ
と
し
て
、
次
世
代
の
生
産
者
も
消
費
生
活
者
も
、
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楽
器
や
歌
声
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
愉た

の

し
い
表
現
力
に
す
ぐ
れ
、
会
の
総
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
、
愉
し
い
集

ま
り
の
場
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。「
愉
し
い
」
は
、
と
て
も
大
事
な
羅
針
盤
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
近
の
米
騒
動
や
「
令
和
の
百
姓
一
揆
」
な
ど
で
、
消
費
生
活
者
の
食
料
・
農
業
・
気
候
危
機
へ
の

意
識
に
も
変
化
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
食
料
と
農
業
の
実
態
は
、
消
費
生
活
者
に
単
に
食
べ

る
こ
と
で
農
業
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
農
民
と
つ
な
が
り
、
農
地
と
農
業
そ
の
も
の
を
支
え
る
こ
と

も
、
問
わ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
中
山
間
地
農
業
や
都
市
農
業
に
ど
う
向
き
合
う
の
か
、「
農
と
つ
な

が
る
暮
ら
し
」「
農
と
つ
な
が
る
街
」
を
ど
う
創
り
だ
し
て
い
く
の
か
が
課
題
と
し
て
浮
上
し
、
新
し

い
社
会
運
動
と
し
て
求
め
ら
れ
る
時
代
に
踏
み
込
ん
で
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

国
連
は
二
〇
一
九
年
～
二
〇
二
八
年
を
「
家
族
農
業
の
一
〇
年
」
と
定
め
、
家
族
農
業
に
係
る
施
策

の
推
進
や
知
見
の
共
有
等
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
二
〇
二
五
年
は
、二
〇
一
二
年
に
次
い
で「
国

際
協
同
組
合
年
」
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
、二
〇
二
二
年
の
「
労
働
者
協
同
組
合
法
」
施
行
以
降
、

共
同
出
資
、
共
同
運
営
、
共
同
受
益
の
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
の
立
ち
上
げ
が
進
ん
で
い
ま
す
。

「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
」
を
掲
げ
、
実
践
現
場
で
の
当
事
者
研
究

や
当
事
者
学
習
の
先せ

ん
べ
ん鞭
を
つ
け
て
き
た
の
が
、「
農
・
福
・
学
連
携
」
の
実
践
で
す
。
あ
ら
た
め
て
、

そ
の
意
義
を
確
認
し
、
学
び
を
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

やまざき　まり

　1943年生まれ。大阪府枚方市在住。家庭栄養研究会顧問（月刊『食
べもの通信』編集）。「枚方・食品公害と健康を考える会」よびかけ
人・世話人。元大阪千代田短期大学幼児教育科非常勤講師（健康・
性教育）。著書に『みんなちがってみんないい』『はぐくむ者の未来
学』『親が育つ子も育つ』など（いずれもせせらぎ出版）。
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二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
〇
日
に
施
行
さ
れ
た
「
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
（
高
齢
者
住
ま
い
法
）」
の
改

正
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
（
サ
高
住
）
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
サ
高
住
の
登
録
数
は
年
々

増
加
し
、
二
〇
二
五
年
一
一
月
時
点
で
八
三
四
五
件
（
約
二
九
・
二
万
戸
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
料
老
人
ホ
ー
ム
も
年
々

増
加
し
て
お
り
、「
二
〇
二
四
年
社
会
福
祉
施
設
等
調
査
」
で
は
一
万
八
四
六
〇
施
設
、
定
員
約
七
一
万
三
〇
〇
〇
人
で
す
。

テ
レ
ビ
で
も
、高
齢
者
向
け
住
宅
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
な
い
日
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
っ
ぽ
う
で
、「
住
み
慣
れ
た
自
宅
」

で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
不
可
欠
な
訪
問
介
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
五
年
の
倒
産
件
数
が
過
去
最
多
と
な
り
、

訪
問
介
護
事
業
所
が
な
い
自
治
体
は
、
全
国
で
一
一
五
町
村
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
、
私
た
ち
は
ど
う
見
た
ら

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

二
〇
二
五
年
一
二
月
号
の
グ
ラ
ビ
ア
で
は
、
本
人
は
も
う
少
し
自
宅
で
暮
ら
し
つ
づ
け
た
い
け
れ
ど
、
商
店
や
医
療
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
地
域
か
ら
な
く
な
り
、
離
れ
て
住
む
娘
や
息
子
の
薦
め
も
あ
っ
て
、
泣
く
泣
く
都
心
部
の
高
齢
者
向
け
住
宅

に
入
居
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
と
い
う
、
島
根
県
山
間
部
の
状
況
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
向
け
住
宅
の
選
択
肢
が
増
え
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が
「
こ
こ
で
暮
ら
し
た
い
」
と
思
え

る
住
ま
い
を
選
択
で
き
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
が
で
き
る
の
は
経
済
的
な
余
力
の
あ
る
人
だ
け
で
す
。
厚
生
年
金
（
国

民
年
金
含
む
）
の
平
均
受
給
月
額
が
約
一
四
・
五
万
円
、
国
民
年
金
で
は
約
六
万
円
と
い
う
状
況
で
は
、
よ
ほ
ど
の
貯
蓄
が

特集特集

住
ま
い
は
人
権
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な
い
限
り
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
あ
き
ら
め
た
う
え
で
入
居
し
て
い
る
高
齢
者
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
く
わ
え
て
、

今
号
の
特
集
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
自
宅
に
も
住
み
続
け
ら
れ
ず
、
高
齢
者
向
け
の
住
宅
や
施
設
に
も
入
居
で
き

な
い
状
況
が
、
現
実
に
あ
り
ま
す
。

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
を
一
か
所
に
集
め
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
れ
ば
、
効
率
よ
く
ケ
ア
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
た
め
に
住
み
慣
れ
た
自
宅
を
離
れ
さ
せ
、
さ
ら
に
は
経
済
的
な
余
裕
が
な
け
れ
ば
自
宅
を
売
却
し
て
入
居
費
用
を
確
保

さ
せ
る
よ
う
な
制
度
設
計
を
、“
福
祉
”
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

高
齢
者
の
社
会
保
障
費
が
現
役
世
代
の
社
会
保
険
料
負
担
を
押
し
上
げ
て
い
る
か
の
よ
う
な
デ
マ
が
広
め
ら
れ
、
世
代
間

分
断
が
あ
お
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
の
物
価
高
の
な
か
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
は
議
論
さ
れ
ま
す
が
、
決
め
ら
れ
た
年
金

で
生
活
せ
ざ
る
を
得
な
い
高
齢
者
へ
の
支
援
は
、
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
う
し
た
状
況
が
、
高

齢
者
か
ら
「
こ
こ
で
暮
ら
し
た
い
」
と
い
う
思
い
を
表
明
す
る
力
を
う
ば
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

で
す
が
、
私
た
ち
社
会
福
祉
に
携
わ
る
者
は
、
本
人
が
ど
う
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
一
番
大
切
に
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
は
ず
で
す
。
住
ま
い
は
人
権
で
あ
る
こ
と
を
軽
視
し
、
本
人
の
思
い
よ
り
効
率
化
や
高
齢
期
の
住
ま
い

の
市
場
化
を
優
先
す
る
姿
勢
を
、
許
し
て
い
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
ね
が
い
を
す
べ
て
実
現
で
き
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
本
人
が
自
分
の
思
い
を
ガ
マ
ン
せ
ず
に
言
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
で
き
る
限
り
そ
の
ね
が
い
に
寄
り

添
え
る
よ
う
に
、
む
ず
か
し
い
こ
と
は
一
緒
に
考
え
、
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
よ
り
「
そ
の
人
ら
し
い
」
暮
ら
し
を
支

え
て
い
く
こ
と
が
、
福
祉
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
の
本
分
で
あ
る
こ
と
を
、
一
緒
に
た
し
か
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
編
集
主
任　

申　

佳
弥
）

※
26
ペ
ー
ジ
に
高
齢
者
向
け
住
ま
い
の
概
要
を
、
編
集
室
で
ま
と
め
て
い
ま
す
。


